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解説 
⼟壌中の放射性セシウムは、チェルノブイル原発事故の経験によると、地上から 5cm 以内の⼟壌に保

持される。 

チェルノブイル原発事故の経験から、⼟壌汚染に関し以下が報告されている。 
– ⼟壌に沈着したCsやSrは多くの場合難溶性で，⾬⽔に溶け出にくく，流失しにくい（⼟の性質， 

沈着時の状態，⾬量，地形などに依存） 
– その結果，16年後でもこれらの核種の⼤部分が10cmの表層部に残存 
– 耕作⼟中のCs137の実効半減期は10〜25年 
– ⼟壌修復は，表⼟回収除去，鋤き込みなど 
– 農作物への放射性核種移⾏抑制策： 

• Cs134/137に対してはカリ肥料，Sr90に対しては⽯灰の施肥が有効 
– ⾁⽜の汚染低減策 

• Cs摂取抑制剤投与、屠殺前約10週間のクリーンフィードなど 
– ⻑期間にわたり農作物の⽣産制限や出荷管理は不可⽋ 

また、森林の汚染に関しては、チェルノブイル原発事故の経験から以下が報告されている。注意が必要で
ある。 
– 「フィルター効果」により，森林は⼀般的に農耕地よりも放射性核種の沈着が多い 
– ⾼汚染の場合は伐採処分など 
– 汚染核種はキノコやコケによく吸収される 
– 汚染の程度によっては⼊⼭制限，狩猟禁⽌などの措置 

⼟壌中のセシウム-137 による空間線量率の増加は、次式で評価できることがチェルノブイル原発事故の

経験から得られている。  

空間線量率(μSv/h) = (1/282) × ⼟壌汚染濃度(kBq/m2) 

また、上記移⾏計算に必要な⼟壌中のセシウム-137 濃度は、⼟壌の物性により異なるが、⼤まかだが

次式で評価できる。 

      ⼟壌中セシウム 137 濃度(kBq/kg) ＝ (1/65) ×⼟壌汚染濃度(kBq/m2) 

ここで、⼟壌汚染濃度は、深さ 5cm の乾燥⼟壌中に分布し、⼟壌の乾燥密度を 1.3g/cm3 とした。

⼟壌の乾燥密度は、⼟質により 1.1〜1.6 と報告されている。 
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引⽤元 
・農林⽔産省；農地⼟壌中の放射性セシウムの野菜類と果実類への移⾏について

http://www.maff.go.jp/j/press/syouan/nouan/110527.html 

移⾏係数 http://www.maff.go.jp/j/press/syouan/nouan/pdf/110527-01.pdf 

・⽇本⼟壌肥料学会；放射性核種（セシウム）の⼟壌―作物（特に⽔稲）系での動きに関する基

礎的知⾒ http://jssspn.jp/info/nuclear/post-15.html 

・第１６回原⼦⼒委員会定例会議資料；⼟壌汚染問題とその対応

http://www.aec.go.jp/jicst/NC/iinkai/teirei/siryo2011/siryo16/siryo2.pdf 

・⼟壌の乾燥密度 http://www.water.sannet.ne.jp/qualityaotomato/soilscience.html 

 

 


